
 

 

Ⅰ 学校所在地域の災害特性及び地域連携に係る現状等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 取組状況 

 

１ 地域や関係機関等と連携した学校防災マニュアルの見直し及び避難訓練の実施 

１）年間学校安全計画に基づいた避難訓練・簡易防災訓練（年７回の実施） 

 （１）危機管理研修会 

  ・危機管理マニュアルについて確認し、疑問点や改善策についてグループごとに話し合い、共 

通理解を図る研修会 

（２）簡易防災訓練（Jアラート） 

 ・弾道ミサイルが発射されＪアラートが流れ、全員廊下に避難し、身体を低くし頭を守る。そ 

の後の情報で弾道ミサイルが日本の上空を通過したことが分かり、通常の授業の再開を想

定した訓練 

（３）避難訓練（地震、火災）  

 ・震度５強程度の地震発生、それに伴い、火災が発生し、全員避難の必要があることを想定し 

た消防署と連携した避難訓練 

「避難場所及び避難経路」 

※原則として全員第１避難場所に移動する。ただし、雨天時は全員第２避難場所へ移動する。 

 （４）不審者対応研修会 

  ・不審者が校内に侵入した場合の対応」を基に、事故発生時における対応について、職員間の

「地域連携型学校防災体制等構築推進事業」における実践研究報告書 

宮城県立金成支援学校 

 栗原市の市内北部には栗駒山がそびえ、気候は、冬場の降雪量に大きな差があり、栗駒山に近い

北西部は雪が多く、大崎平野に連なる南東部は雪が少なく温暖である。 

岩手・宮城内陸地震では、最大震度６強を観測、日本最大級の荒砥沢（あらとざわ）ダム上流部

地滑りをはじめとした未曽有の山地災害を引き起こし、地域は甚大な被害を受けた。また、東日本

大震災では、唯一震度７を記録し、河川23箇所、道路49箇所、橋りょう7箇所の公共土木施設の被

害。多数の建築物の倒壊・半壊を記録した。 

 金成支援学校は市の中央からやや北東部寄りに位置し、旧金成町の傾斜地にある。西北西に栗駒

山を望み、田畑に囲まれている。通学する生徒は栗原市内に在住し、通学バスで通う生徒がほとん

どである。 

 地震にさいなまれた経験から、防災意識の高い地域性があり、地震災害、風水害など各災害に対

しての災害マニュアル、避難箇所などが充実している。しかし、広域からの通学のため、また、生

徒・児童の状況から学校近隣の地域と連携した防災訓練等が充実しているとは言いがたい現状があ

る。 



共通理解を図る研修会 

 ・危機管理マニュアルに沿い「不審者への対応」を実際に行う。（シミュレーション） 

 （５）避難訓練（火災） 

・管理職不在時（教頭）に２階調理室より火災が発生し、全員避難を想定した消防署と連携し

た避難訓練 

「避難場所及び避難経路」 

※原則として全員第１避難場所に移動する。雨天時は、第３避難場所（体育館）へ避難する。 

 （６）簡易防災訓練（近隣火災） 

  ・校舎西側の民家より火災発生。校舎・校地に延焼の恐れを想定した訓練。 

「避難場所及び避難経路」 

各学部ともその場で取れる安全確保行動を取り、校内避難場所に移動する。 

 （７）簡易防災訓練（地震） 

  ・時間の予告なしで各学部ともその場で取れる安全確保行動を取る訓練 

２）危機管理マニュアルの内容充実に向けた検討 

 危機管理研修会では、全職員で危機管理マニュアルの読み合わせを行った。初めに防災安全部長

から概要を説明した後、小グループに分かれてマニュアルの疑問点や問題点などの検討を行い、そ

の後全体で共有した。研修会で出た検討事項については、見直して改訂をした。 

 

２ 地域と連携した災害特性を共有するワークショップ等の実施 

１）学校評議員会における当事業に係る活動報告及び意見聴取（２月実施） 

  ・２月に学校評議員（４名）に本事業の活動報告を行った。 

２）本校児童生徒・卒業生の通所等関係福祉施設との危機管理に関する情報共有、印刷物提供 

  ・進路指導部と連携し、以下のアンケートを実施し回答をまとめ、本校の防災教育に生かして

いる。 

（１）防災活動について（避難訓練の有無や回数、種類等） 

（２）卒業までに身に付けてほしい防災の力 

 

表１ 事業所回答例 

 

３ 教職員の災害対応力を養成する校内研修等の実施 

１）危機管理研修会（４月実施） 

  ・危機管理マニュアルの内容について検討を行った。 

２）先進校視察調査報告会（８月、３月 計２回 実施） 

  ・先進校視察で得られた知見に関して、本校職員向けに報告会を行い、情報共有をした。 



４ 被災地訪問等を取り入れた児童生徒の防災意識を高める防災教育の実施 

先進校視察調査内容 

１）栃木県立今市特別支援学校              

  ・分かりやすい合い言葉を用いた避難行動 

  ・「おかしもち」おさない・かけない・もどらない・ちかよらないの合い言葉から自閉症の特 

性を考慮し、否定的な言葉を使わない「あついだんご」「おあしすに」に合い言葉を変更す 

ることで児童生徒に合い言葉が浸透した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 地震の時の合い言葉「あついだんご」 写真２ 避難の時の合い言葉「おあしすに」 

 

２）千葉県立東金特別支援学校 

・あたりまえ防災隊による地域と連携した防災活動の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）千葉県立長生特別支援学校          

・防災学習のマンネリ打破のために楽しく歌って学ぶ取組のラップ防災  

・地域との連携・避難訓練   

 

 

 

     

                         

 

 

                        

写真３「あたりまえ防災ソング」（YouTube より） 

写真４「ラップ♪防災」 



４）岐阜県立大垣特別支援学校 

・AR・VR を用いた疑似体験型の避難訓練（浸水・地震・大雪・大雨等） 

・地域・保護者と連携した防災の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）高知県立山田特別支援学校 

・スクールバス乗車時の避難訓練        ・防災学習単元系統表の作成 

  

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 取組を通じた成果と課題 

成果 

・先進校視察調査を通して様々な知見を得ることができた。 

・訓練の位置付けや実施までの流れに沿って計画通り行うことができた。 

・複数の避難場所（校庭、車庫前、体育館）での避難訓練ができた。 

・危機管理マニュアルの教職員による読み合わせを行うことで課題点を話し合うことができた。 

・ホームページでの情報発信をすることができた。 

課題点 

・先進校視察調査で得られた知見を本校の防災活動に生かせるように精選する。 

・地域と連携した取組について次年度検討が必要である。 

Ⅳ 次年度の取組予定等 

１）年間学校安全計画に基づいた地域と連携した避難訓練・簡易防災訓練等（年８回）の実施 

２）学校ホームページでの活動報告及び情報提供 

３）地域や PTA と連携した校舎内外の安全点検の実施 

４）VR・AR を活用した擬似体験学習（地震、浸水等） 

５）家庭と連携した個人用防災備蓄品の準備 

６）生活単元学習等での防災・減災についての学習の充実 

７）職員向けの防災に関する研修会の充実        

写真５ 地震再現模型 写真７ AR ゴーグルを使う様子 

写真６ AR ゴーグル等 


